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狩
野
文
庫
の
購
入
の
功
労
者

　

今
か
ら
百
年
前
の
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
、

七
万
冊
に
及
ぶ
書
籍
が
、
東
北
帝
国
大
学
附
属
図
書

館
に
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
「
狩
野
文
庫
」
の

名
で
知
ら
れ
る
、
国
宝
二
点
を
含
む
日
本
有
数
の
古

典
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

こ
の
狩
野
文
庫
が
東
北
帝
国
大
学
の
所
蔵
と
な
る

に
は
、
一
人
の
実
業
家
の
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
実
業
家
・
荒あ
ら
い井

泰た
い
じ治

が
寄
付
し
た
三
万
円
で
、
大

学
は
膨
大
か
つ
貴
重
な
古
典
籍
を
購
入
し
た
の
で
す
。

　

大
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、
当
時
の
一
円
は
今
の
五
千

円
程
度
の
価
値
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
と
す
る
と
、

荒
井
が
寄
付
し
た
三
万
円
は
、
現
在
の
一
億
五
千
万

円
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
だ
け
多
額
の
寄
付

を
行
い
得
た
荒
井
泰
治
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

士
族
出
身
の
若
き
銀
行
家

　

荒
井
泰
治
は
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
仙
台

藩
士
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
維
新
後
の
明
治
十
三

（
一
八
八
〇
）
年
に
上
京
。
中
江
兆
民
の
下
で
フ
ラ

ン
ス
語
や
法
律
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
東
京
横
浜
毎
日

新
聞
社
に
入
社
。
大
阪
新
報
社
編
集
長
を
経
て
、
明

治
十
九
年
に
日
本
銀
行
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
銀
行
は
、
仙
台
藩
出
身
の
富
田
鉄
之

助
が
副
頭
取
の
地
位
に
あ
り
、
日
常
業
務
全
般
を
取

り
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。
同
郷
の
後
輩
で
あ
る
荒
井

泰
治
の
才
を
認
め
た
富
田
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行

制
度
を
研
究
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
た
け
た

荒
井
を
、
近
い
将
来
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
留
学
さ
せ
る

こ
と
を
含
み
に
銀
行
家
の
道
へ
誘
っ
た
の
で
す
。

　

荒
井
は
そ
の
期
待
に
応
え
、
業
務
の
傍
ら
で
銀
行

制
度
の
研
究
を
進
め
、
二
年
に
し
て
上
下
二
冊
の
著

作
を
出
版
し
ま
し
た
。『
銀
行
誌
』
と
題
さ
れ
た
こ

の
書
籍
は
、
明
治
時
代
を
代
表
す
る
銀
行
論
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
二
十
代
半
ば
の
若
き
銀
行
家
と
し
て
頭

角
を
現
し
、
も
う
す
ぐ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
も
実
現
し

よ
う
か
と
い
う
矢
先
、
日
銀
の
第
二
代
総
裁
と
な
っ

て
い
た
富
田
鉄
之
助
が
、
大
蔵
大
臣
の
松
方
正
義
と

対
立
し
て
日
銀
を
去
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
ま
し

た
。
間
も
な
く
荒
井
も
、
富
田
の
後
を
追
っ
て
日
銀

を
退
社
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
の
夢
は
果
た
せ
な
い

ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

全
国
有
数
の
実
業
家
へ

　

銀
行
家
と
し
て
は
挫
折
し
た
荒
井
で
す
が
、
こ
の
挫

折
は
彼
を
実
業
家
と
し
て
大
き
な
飛
躍
へ
と
導
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
日
銀
退
社
後
間
も
な
く
、
荒
井
は
富

田
の
紹
介
で
鐘
淵
紡
績
（
後
の
カ
ネ
ボ
ウ
）
の
支
配
人

と
な
り
、
そ
の
後
東
京
商
品
取
引
所
常
務
理
事
、
富

士
紡
績
（
現
在
の
富
士
紡
）
支
配
人
を
歴
任
す
る
な
ど
、

実
業
家
と
し
て
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
三
十
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
系
商
社
で
あ

る
サ
ミ
ュ
エ
ル
商
会
の
台
北
支
店
長
に
抜
擢
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
荒
井
は
台
湾
に
進
出
し
ま
す
。
当
時
、

台
湾
の
民
政
長
官
は
、
や
は
り
仙
台
藩
出
身
の
後
藤

新
平
で
し
た
。
そ
の
後
藤
の
信
頼
を
得
た
こ
と
も
あ
り
、

荒
井
は
藤
崎
三
郎
助
等
と
精
糖
会
社
を
設
立
し
、
さ

ら
に
朝
鮮
や
満
州
へ
事
業
を
拡
大
さ
せ
、
台
湾
商
工
銀

行
頭
取
に
も
就
任
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
実
業
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
荒

井
は
、
明
治
四
十
四
年
以
降
は
貴
族
院
議
員
に
選
出

さ
れ
、
政
界
へ
も
進
出
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
荒
井
は
、
地
元
の
経
済
振
興
に
も
目
を
向
け

ま
し
た
。
仙
北
鉄
道
、
仙
台
軌
道
な
ど
の
鉄
道
経
営

を
手
が
け
た
ほ
か
、
現
在
の
仙
台
市
ガ
ス
の
前
身
で
あ

る
仙
台
瓦
斯
株
式
会
社
や
、
長
町
に
大
き
な
綿
織
物

の
工
場
を
建
設
し
た
綿
織
物
の
旭
紡
織
株
式
会
社
の

設
立
に
も
か
か
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
実
業
家
と
し
て
大
き
な
成
功
を
収
め

た
荒
井
は
、
六
尺
（
一・八
メ
ー
ト
ル
）
の
長
身
に
俊

敏
な
顔
立
ち
で
、
実
際
に
会
っ
た
人
も
、
眼
光
が
隼

は
や
ぶ
さの

よ
う
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
言
葉
を
発
す
る
と
、
仙
台
弁
丸
出
し
で
、

ま
っ
た
く
気
取
ら
な
い
話
し
ぶ
り
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
海
外
に
ま
で
活
躍
の
場
を
広
げ
て
も
、

生
ま
れ
故
郷
の
言
葉
を
わ
す
れ
な
い
、
彼
の
仙
台
に
対

す
る
愛
着
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
三
日
没
。
六
十
七
歳

で
し
た
。

仙
台
の
荒
井
泰
治
邸（
矢
印
部
分
）は
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社

と
Ｊ
Ｒ
仙
台
病
院
の
敷
地
に
ま
た
が
る
広
大
な
邸
宅
で
あ
っ
た
。（
大
正

元
年『
最
新
版
仙
臺
市
全
図
』）。
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